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１．２０１５年３月期第２四半期累計期間 決算概要

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e）は、前回予想（２０１４年７月公表値）
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２０１５年３月期第２四半期累計期間決算（ハイライト）

（億円）

当期実績
増減額 増減額

前年同期比 前回予想比

増減率 増減率

売 上 高 ３,１３５

営業利益 ２２３

＋２２８

＋１５９

△１５

＋５１

＋８％

＋２５３％

△０％

＋２９％営業利益

経常利益

２２３

２１６ ＋１５０ ＋４４＋２２５％ ＋２６％

当期利益 １５１ ＋１１５ ＋３４

株利益 １０９円９４銭 ＋８３円８４銭 ＋２４円８７銭

＋３２１％ ＋２９％

一株利益 １０９円９４銭 ＋８３円８４銭

一株配当 ２０円００銭 ＋１０円００銭 ＋５円００銭

＋２４円８７銭

ＦＣＦ ＋１００ ＋７３ ＋５０

・前回予想（２０１４年７月公表値）
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前回予想（２０１４年７月公表値）



２０１５年３月期第２四半期累計期間決算（偏差説明）

売上高・営業利益 偏差説明（２０１４年７月１Ｑ決算発表時比較）

売上高 （ ３,１５０億円 → ３,１３５億円 △１５億円 ）

産 業 ・ I T シ ス テ ム ： 携帯電話（米国市場）の新モデル立上げ遅れ等により１９億円減少

売上高 （ ３,１５０億円 ３,１３５億円 △１５億円 ）

営業利益 （ １７２億円 → ２２３億円 ＋５１億円 ）

電子デバイスシステム： 大手主要顧客向けプロセス製造装置が好調に推移したこと等
により２４億円増加

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 医用分析装置の新興国市場向け販売、および
米国市場向けパッケージ販売が拡大したこと等により１５億円増加
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２０１５年３月期第２四半期累計期間決算（売上高）

売上高

4,000

（億円） 前年同期比

＋８％

3,150

電子デバイスシステム＋３０％
2,907

3,135

647

2 000

612

36

科学・医用システム

電子デバイスシステム＋３０％

△１１％
40

ファインテックシステム

777
＋２１％

662

496

647

36

801
2,000

405
産業・ITシステム△１０％429

777662

386

1,297
先端産業部材△１％1,309 1,291

0
13/1H 14/1H(e) 14/1H
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１５年３月期第２四半期累計期間決算（営業利益）

営業利益

（億円）

＋２５３％
前年同期比

223

85

109

電子デバイスシステム＋１１２％

ファインテックシステムー％

172

63
85

51
＋１１１％ 科学・医用システム

（＋２６億円）

59
109

11 9

124

9

ー％

△１５％ 先端産業部材

産業・ＩＴシステム
（＋１億円）

△35

△4

△9

△3

11
0

△9

△3

△１５％ 先端産業部材

13/1H 14/1H(e) 14/1H
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１５年３月期第２四半期累計期間決算（貸借対照表〔要約〕）

流動資産 ３ ８３５ ＋６５ 流動負債 １ ６２６ △８３

２０１４年９月末 （億円）
１４/３末比１４/３末比

流動資産 ３,８３５ ＋６５ 流動負債 １,６２６ △８３

現預金、関係会社預け金 １,４２６ ＋７９ 支払手形および買掛金 １,０６０ ＋３

受取手形および売掛金 １ ２５５ △９５ その他 ５６６ △８６受取手形および売掛金 １,２５５ △９５ その他 ５６６ △８６

たな卸資産 ８５３ ＋１０２ 固定負債 ５０７ △４

その他 ３０１ △２０ 退職給付に係る負債 ４９１ △３その他 ３０１ △２０ 退職給付に係る負債 ４９１ △３

固定資産 １,１８７ ＋８ その他 １６ △１

有形固定資産 ７５８ ＋６ 純資産 ２,８９０ ＋１６０

無形固定資産 １２５ △５ 株主資本 ２,８９１ ＋１２４

投資その他の資産 ３０５ ＋７
その他の包括利益
累計額合計 △８ ＋３５

少数株主持分 ６ ＋１少数株主持分 ６ ＋１

資産合計 ５,０２２ ＋７３ 負債および純資産合計 ５,０２２ ＋７３
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・一株当たり純資産 ２,０９６円５８銭（１４／３末比 ＋１１５円５８銭）



２０１５年３月期第２四半期累計期間決算
（キャッシュ・フロー計算書〔要約〕）

営業活動によるキャッシュ・フロー ＋１２０ 財務活動によるキャッシュ・フロー △２７

（億円） １４/１Ｈ １４/１Ｈ

税引前利益 ＋２１０ 配当金の支払 △２８

減価償却費 ＋５２ その他 ＋０減価償却費 ＋５２ その他 ＋０

運転資金 ＋９ 換算差額 ＋１１

法人税等支払額 △８３

その他 △６７その他 △６７

投資活動によるキャッシュ・フロー △２０ １４/１Ｈ

有価証券の取得・売却 ＋９

固定資産の取得・売却 △６１

現金および現金同等物

期首残高 １,３３６

その他 ＋３２

フリ キャッシュ フロ ＋１００

増減額 ＋８４

期末残高 １ ４２０
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フリー・キャッシュ・フロー ＋１００

9

期末残高 １,４２０



２．経営戦略と進捗状況

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 10



ビジョン・経営戦略

２０２０年に向けた長期経営戦略：ＣＳ１１
（Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ Ｓｔｒａｔｅｇｙ ２０１１ : ２０１１年策定）

ハイテク・ソリューション事業におけるグローバルトップを目指す企業ビジョン企業ビジョン

最先端・最前線の事業創造企業としてお客様と共に先頭を走る長期経営戦略：ＣＳ１１長期経営戦略：ＣＳ１１

ＣＳ１１具現化のための施策

１． 市場環境の変化に対応し、ＣＳ１１の４ターゲット分野を３事業ドメイン（バイオ･ヘルス
ケ 社会 産業イ 先端産業シ ム）に括り直し 投資 リ を傾斜配分

ＣＳ１１具現化のための施策

ケア、社会・産業インフラ*、先端産業システム）に括り直し、投資・リソースを傾斜配分

２．不採算事業の改革を行い、グローバル成長戦略を加速

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

*「社会インフラ」から「社会・産業インフラ」に変更
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事業ドメイン

バイオ・
ヘルスケア

バイオ・
ヘルスケア

最先端・最前線
グロ バル顧客 市場

最注力分野として
重点投資

■既存事業拡大、新分野・新事業積極展開
体外診断事業 バイオ関連事業

ヘルスケアヘルスケア

先端産業先端産業バイオ・バイオ・

グローバル顧客・市場 重点投資

社会 産業社会 産業

体外診断事業、バイオ関連事業、
ライフインフォマティクス

先端産業
システム
先端産業
システム

バイオ
ヘルスケア

バイオ
ヘルスケア

当社コアコンピタンス社会・産業
インフラ

社会・産業
インフラ 社会・産業

インフラ
社会・産業
インフラ

当社コアコンピタンス
として強化

■基盤ソリューションの更なる活用
社会・産業を支える科学システム・商事事業、
再生可能エネルギー等狭義の社会インフラ事業

ハイテク・ソリューション提供

先端産業
システム
先端産業
システム

ハイテク・ソリューション提供

コア・コンピタンス
事業創造力

選択と集中による
収益性改善システムシステム

■最先端・成長領域に特化
注力： 半導体評価装置事業・プロセス製造装置事業

グローバル営業・
調達力

技術開発・製造・
サービス力

（商事機能） （メ カ 機能）

収益性改善

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 12

注力： 半導体評価装置事業 プロセス製造装置事業
撤退： チップマウンタ事業

（商事機能） （メーカー機能）



バイオ･ヘルスケア 進捗状況

最注力分野として重点投資

主力事業

既存事業拡大、新分野・新事業積極展開

主力事業
ロシュ社（スイス）と、生化学・免疫自動分析装置を
中心とした提携関係をさらに１０年間延長することで合意、

続１９７８年以来続けてきたシステム
コラボレーションビジネス（ＳＣＢ）を
継続強化継続強

新規事業
大形生化学・免疫自動分析装置「ｃｏｂａｓ８０００」

新規体外診断事業（血液凝固、細菌、遺伝子）、次世代ＤＮＡシーケンサ
技術開発を推進

研究用途 産業用途向け携帯型光トポグラフィを日立より取得し研究用途・産業用途向け携帯型光トポグラフィを日立より取得し、
脳科学の産業応用分野に参入
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社会・産業インフラ 進捗状況

当社コアコンピタンスとして強化

基盤ソリューションの更なる活用

科学システム事業
日立ハイテクと日立ハイテクサイエンス
（旧ＳＩＩナノテク）の新規共同開発製品（旧ＳＩＩナノテク）の新規共同開発製品
（新型ＦＩＢ-ＳＥＭ）を含む７機種を市場投入

社会の「安心・安全」を支える高付加価値専用装置を
新規共同開発製品

新型ＦＩＢ-ＳＥＭ
開発（食品分析装置、コメ中Ｃｄ検査装置、大気圧ＳＥＭ）

商事事業

新型
「ＮＸ２０００」

エア・ウォーター・プラントエンジニアリングと北米における
ＬＮＧ輸送用タンクコンテナ関連の販売合弁会社を設立

Ｅｔｒｉｏｎ社（スイス）と共同でメガソ ラ ビジネスに参画Ｅｔｒｉｏｎ社（スイス）と共同でメガソーラービジネスに参画、

雫石町（岩手県）、水戸市（茨城県）にて建設着手

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 14



先端産業システム 進捗状況

選択と集中による収益性改善

最先端・成長領域に特化

主力事業主力事業
半導体評価装置事業
・「ＦｉｎＦＥＴ」「マルチパターニング」
「３Ｄデバイス構造」への新製品投入により
ポートフォリオを拡大中

・検査装置は大手顧客の開拓・深耕により実績積上げ中

新プラットフォーム採用の
エッチング装置「９０００シリーズ」

検査装置は大手顧客の開拓 深耕により実績積上げ中

プロセス製造装置事業
・新プラットフォーム

*
採用によるプロセス対応力向上
グ

事業構造改革
市場環境の変化等を踏まえ チ プ ウ タ事業から撤退

・海外エンジニアリングサイトの活用によるＥａｒｌｙ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎの推進

市場環境の変化等を踏まえ、チップマウンタ事業から撤退

（２０１５年３月末予定） * 生産性の向上と対応するプロセスアプリケーションの
拡張性を両立した最新鋭のプラットフォーム
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３．２０１５年３月期 業績予想

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e）は、前回予想（２０１４年４月公表値）
（e１）は、今回予想（２０１４年１０月公表値）
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２０１５年３月期業績予想（ハイライト）

当年度予想
前回予想比

（億円）

前年同期比

売 上 高 ６,５００

当年度予想

△１００

増減額 増減率

△２％＋１０９

増減額

前年同期比

増減率

＋２％

営業利益

経常利益

３８５

３７７ ＋２７

＋３５

８％

＋１０％

６６

＋８１ ＋２７％

経常利益

当期利益

３７７

２５６

＋２７

±０

＋８％

±０％

＋６６

＋７６

＋２１％

＋４２％

一株利益 １８６円１４銭

株配当 ３５円００銭 ＋５円００銭

＋００円０１銭

＋５円００銭

＋５５円０３銭

一株配当 ３５円００銭 ＋５円００銭

ＲＯＥ ９.０％ ±０.０％

＋５円００銭

＋２.０％

ＦＣＦ ＋１２０ ＋２０

・前回予想（２０１４年４月公表値）

＋３

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 17
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２０１５年３月期業績予想（偏差説明）

売上高・営業利益 偏差説明（２０１４年４月決算発表時比較）

科 学 医 用 シ ス テ ム ： 医用分析装置の新興国市場向け販売 および

売上高 （ ６,６００億円 → ６,５００億円 △１００億円 ）

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 医用分析装置の新興国市場向け販売、および
米国市場向けパッケージ販売が拡大したこと等により７３億円増加

産 業 ・ I T シ ス テ ム ： 環境・エネルギー関連および携帯電話の販売減等により
１３４億円減少１３４億円減少

先 端 産 業 部 材 ： アセアン向け自動車関連部材および携帯電話用二次電池の
販売減等により６６億円減少

営業利益 （ ３５０億円 → ３８５億円 ＋３５億円 ）

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 売上高と同様の理由により４７億円増加

産 業 ・ I T シ ス テ ム ： 売上高と同様の理由により９億円減少

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 18



２０１５年３月期業績予想（売上高）

（億円）

売上高

8,000

（億円）
前年同期比

＋２％

電子デバイスシステム＋４％
6,391

1 173

6,500

1,221

6,600

1,256

4 000

科学・医用システム

△２４％
172

ファインテックシステム

＋４％
1,504

1,173
131

1,567

133

1,494

4,000

産業・ITシステム△５％
933

,50

8911,025

先端産業部材＋２％2,670 2,7302,797

0
14/3 15/3(e) 15/3(e1)
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１５年３月期業績予想（営業利益）

営業利益

（億円）（億円）

＋２７％
前年同期比

385350
電子デバイスシステム△２０％

ファインテックシステムー％

304
350

205

1

165

＋１８％ 科学・医用システム

ファインテックシステム％

2

163
（＋７３億円）

181
214

＋７９％

＋２１％ 先端産業部材

産業・ＩＴシステム
2

167

△72

22

6

0
26
11

＋２１％ 先端産業部材

27

21

△72

14/3 15/3(e) 15/3(e1)
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/

（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。

15/3(e) 15/3(e1)



２０１５年３月期業績予想（電子デバイスシステム）①

事業環境

２０１４年度半導体デバイス市場：前年度比７％の成長

■モバイル関連機器（スマートフォン、タブレット）やＳＳＤの成長により、ＡＳＳＰ、ＤＲＡＭ、
ＮＡＮＤが堅調に成長ＮＡＮＤが堅調に成長

■ＭＰＵは年度前半のＷｉｎｄｏｗｓＸＰからのＰＣ買い替え需要により微増
（前年度比＋１％）

バ 消費 増 基 （前年度 ）■ＤＲＡＭはモバイル向け低消費電力品へのシフトにより増加基調（前年度比＋２６％）
■ＮＡＮＤはスマートフォン向け搭載容量増で堅調に推移（前年度比＋６％）

２０１４年度半導体製造装置市場：前年度比７％の成長

■年度前半はファウンドリ大手が前年度に引き続き２０ｎｍ投資を実施。
方 他 ウ ド も ８ 需 盛 る投資を実施一方で、他のファウンドリも２８ｎｍ品の需要旺盛による投資を実施

■ファウンドリ大手およびロジックの１６/１４ｎｍ投資は当初予定より遅延したが、
一部は年度後半に実施の見通し

■足元ではメモリーメーカーの投資が活況。ＤＲＡＭも久々の大型投資が続く
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２０１５年３月期業績予想（電子デバイスシステム）②

半導体製造装置市場

（億ＵＳＤ）

500 
前年同期比

（億 ）

＋7%

＋10%

前回予想（ｅ）

80
後工程

＋4%

＋7%

362

389

428

58
75

3
348

250 

前工程

303 314

0 
14/3 15/3(e1) 16/3(e1)

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

14/3 15/3(e1) 16/3(e1)

22

（出所）Ｇａｒｔｎｅｒ(１４年１０月)データに基づき当社作成



２０１５年３月期業績予想（電子デバイスシステム）③

受注高の推移

（億円）
14/3 1 317 15/3 1 140 △13% 前年同期比＋31%

662

800

14/3 1,317 15/3 1,140 △13% 前年同期比

△8%

＋33% 14年7月
予想

＋28%

＋31%

662 656

537

603△19%

△8%予想

537

400400

0
13/1H 13/2H 14/1H 14/2H(e1)
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２０１５年３月期業績予想（電子デバイスシステム）④

今後の取り組み

１ 工程数が増加する多重露光 ３Ｄデバイス 新材料メモリ デバイスに対応した１．工程数が増加する多重露光、３Ｄデバイス、新材料メモリーデバイスに対応した
エッチング・計測・検査分野で主要顧客内シェア拡大

２．サービス、システムソリューション事業の拡大

主要製品群別 売上高の推移 前工程装置 分野別売上高比率

前回予想比

△３％
（億円）

ＤＲＡＭ ＮＡＮＤ Ｌｏｇｉｃ その他ＦｏｕｎｄｒｙＭＰＵ

1,173

△３％

プロセス

1,256 

ＤＲＡＭ ＮＡＮＤ Ｌｏｇｉｃ その他ＦｏｕｎｄｒｙＭＰＵ

1,221 14/3

＋２％
プロセス
製造装置

15/3(e1)

15/3(e)

△１１％ 評価装置

１３年度：ファウンドリの大型投資により堅調に推移

0% 50% 100%

/ ( )

後工程・
実装装置＋１３％

１３年度：ファウンドリの大型投資により堅調に推移、
ＮＡＮＤ関連は投資抑制

１４年度：ロジック、ファウンドリの投資減少、
ＤＲＡＭ関連 ＭＰＵは投資拡大により
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ＤＲＡＭ関連・ＭＰＵは投資拡大により
売上増



２０１５年３月期業績予想（ファインテックシステム）

今後の取り組み

事業ポ オ転換を加速 社会 検査 産業 関連 事業規模拡大１．事業ポートフォリオ転換を加速し、社会インフラ検査、産業インフラ関連の事業規模拡大

２．サービス事業の強化、拡大（ＦＰＤ・ＨＤ関連）

前回予想比

△２％

主要製品群別売上高の推移 具体的アクションプラン

（億円） 事業ポートフォリオ転換を着実に推進し、

17

200 
△２％

172

新規事業の立ち上げを加速

■社会インフラ検査事業
鉄道検測関連

34 33

100

△３％
社会ｲﾝﾌﾗ
検査

133
・鉄道検測関連

検測装置の製品ラインアップ拡大と海外展開の推進
・送電線検査装置

早期事業化と事業規模拡大

131

155

100 98

100 

環境・
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ△２％

早期事業化と事業規模拡大

■環境・エレクトロニクス事業
・産業インフラ関連

100 98

0

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ△２％
自動車関連設備の事業拡大と自動化設備事業の
高付加価値化

・サービス事業（ＦＰＤ・ＨＤ関連）
既設設備台数を強みとしたポストセ ルス展開
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0 
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既設設備台数を強みとしたポストセールス展開



２０１５年３月期業績予想（科学・医用システム）①

事業環境

科学システム市場科学システム市場

■電子顕微鏡市場：年率３～４％の成長
・大学官公庁では、前年度施行の補正予算の影響で需要が減少
民間市場では 消費税率引き上げによる景気落ち込み懸念から設備投資が遅延傾向・民間市場では、消費税率引き上げによる景気落ち込み懸念から設備投資が遅延傾向
３Ｑ以降、次世代先端（新エネルギー・新素材）関連分野を中心に徐々に回復

■分析装置市場：年率２～３％の成長
液体クロマトグラフは 質量検出器（ＭＳ）との組み合わせによる分析能力向上への・液体クロマトグラフは、質量検出器（ＭＳ）との組み合わせによる分析能力向上への
ニーズが拡大

・蛍光Ｘ線分析装置は、新エネルギー分野での異物分析の需要が拡大

バイオ・メディカル市場

■生化学・免疫分析市場(試薬＋装置)：年率４％の成長化学 免疫分析市場(試薬 装置) 年率 ％ 成長
・装置需要は、欧州市場では更新サイクルの長期化が続いているが、米国市場は

回復傾向。中国等の新興国市場では、主に免疫装置の需要が増加傾向
■ＤＮＡシーケンサ市場シ ケ サ市場
・研究分野において米国の研究予算が前年比３％改善
・ＣＥ*シーケンサは、次世代ＤＮＡシーケンサのデータ確認用に需要は継続

法医学個人鑑定分野の更新需要は堅調

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 26

法医学個人鑑定分野 更新需要は堅調

＊ＣＥ：Ｃａｐｉｌｌａｒｙ Ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｓｉｓ(キャピラリー電気泳動式)



２０１５年３月期業績予想（科学・医用システム）②

科学システム事業

今後の取り組み

１ 日立 イテクサイエンス（ＨＨＳ）とのシナジ の最大化１．日立ハイテクサイエンス（ＨＨＳ）とのシナジーの最大化

２．環境・新エネルギー・新素材およびライフサイエンス分野への戦略的新製品の拡販

売上高の推移 具体的アクションプラン

■（ＨＨＳ）とのシナジーの最大化
【技術 開発シナジ 】

前回予想比(億円)

700 

570
594 581

【技術・開発シナジー】
・コア技術、製品ポートフォリオ強化
・共同開発の推進

(１４/９月 新型ＦＩＢ-ＳＥＭを発売開始)

△２％

274
276 263

科学機器△５％

(１４/９月 新型ＦＩＢ-ＳＥＭを発売開始)
【販売シナジー】

・両社販売網の活用による、ＷＷ販売拡大

350 

電子
顕微鏡±０％

■ 戦略的新機種の市場投入と拡販 (発売月)
・示差熱熱重量同時測定装置（６月）
・ショットキー電界放出型ＳＥＭ（８月）
卓上顕微鏡（８月）

296 318 318

0

顕微鏡±０％ ・卓上顕微鏡（８月）
・ＦＩＢ-ＳＥＭ複合装置（９月）
・走査型プローブ顕微鏡（９月）
・高分解能ＩＣＰ発光分析装置（９月）

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.
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・高分解能ＩＣＰ発光分析装置（９月）
・液クロ用ＭＳ検出器（９月）



２０１５年３月期業績予想（科学・医用システム）③

科学システム事業

分析装置を通じた社会の「安心・安全」への取り組み

高付加価値の専用装置を通じて、社会の基盤となる「安心・安全」へ貢献

専用機 食品分析装置 コメ中Ｃｄ検査装置 大気圧ＳＥＭ

食 特有 自家蛍光 蛍光指 等 食 含まれ 食 生物等 試料を 水分を
用途

食品特有の自家蛍光の蛍光指
紋（３次元蛍光パターン）を
測定

コメ等の食品に含まれる
カドミウム０.４ｐｐｍを、前処理
なしで迅速に定量分析

食品、生物等の試料を、水分を
含んだ生の状態で、高倍率の
ＳＥＭ像観察が可能

玄米をそのまま測定 大気圧下で試料にダメ ジ

特長

・食品の種別、産地、起源等の
判別

・危害物質の推定
良品と不良品の分類

・玄米をそのまま測定
・非含有玄米で基準値以下
の測定時間は約２分

・簡単測定・評価

・大気圧下で試料にダメージ
を与えず生のまま観察

・前処理も不要、操作も簡便
で、高スループット

・良品と不良品の分類
・試料の自家蛍光を直接測定

簡単測定 評価
・自動測定
・レポートの自動作成

で、高 ル プット
・通常のＳＥＭモードでの観察
も可能

顧客 食品メーカー、分析センター等 ＪＡ、コメ卸売会社等 食品、製薬、樹脂メーカー等客 食 分析 売 食 製薬

カドミウム検査装置
「ＥＡ１３００ＶＸ」

大気圧ＳＥＭ分光蛍光光度計
「Ｆ ７０００」

Copyright©2014 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 28

「ＥＡ１３００ＶＸ」「Ｆ-７０００」



２０１５年３月期業績予想（科学・医用システム）④

バイオ・メディカル事業

今後の取り組み

１．検査室の省力化に有効な検体検査自動化システムを生化学・免疫自動分析装置と

組合せ、欧米の大・中規模病院向けに拡販

２．ＣＥシーケンサの法医学個人鑑定における更新需要の確実な取り込み

および体外診断市場向け次世代ＤＮＡシ ケ サ 開発

売上高の推移 具体的アクションプラン

前回予想比(億円)

および体外診断市場向け次世代ＤＮＡシーケンサの開発

1,200 

前回予想比

＋１０％

バイオ製品

(億円)

986

■新製品「３１００」生化学自動分析装置の投入に
よる国内小規模施設への販売拡大

138 129

129
933

900
±０％

バイオ製品
その他

986
■検体検査自動化システムと大・中形生化学・

免疫統合システムのグローバル拡販

795 771
858

600 

＋１１％
メディカル
製品

■新興国市場向け免疫自動分析システムの拡販

■ＣＥシーケンサの法医学個人鑑定分野の795 771
更新需要獲得

■体外診断用次世代ＤＮＡシーケンサの
開発推進
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開発推進



２０１５年３月期業績予想（科学・医用システム）⑤

バイオ・メディカル事業

臨床検査における多様なニーズに最適なソリューションを提供

汎用試薬対応の
高コストパフォーマンス

専用試薬生化学自動分析装置ラインアップ

新製品「３１００」
生化学自動分析装置Ｌａｂｏｓｐｅｃｔ００８ 大形生化学自動分析装置

小規模病院の主力機
中規模病院のバックアップ機

装Ｌａｂｏｓｐｅｃｔ００８ 大形生化学自動分析装置

病

【主な製品特徴】
Ｌ ｂ ００６ 中形生化学自動分析装置 １．省スペースながら、４００テスト/時の処理能力

(当社従来機種「７０２０」比 倍速(以下同比)) 
２．最小反応液量を約３３％減量
３ 内蔵型操作画面の大型化により オペレーターの

Ｌａｂｏｓｐｅｃｔ００６ 中形生化学自動分析装置

３．内蔵型操作画面の大型化により、オペレ タ の
視認性・操作性を向上

４．多様化する検査項目に対応するため試薬架設数を
最大７６ポジションに拡大

Ｌａｂｏｓｐｅｃｔ００３ 小形生化学自動分析装置
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Ｌａｂｏｓｐｅｃｔ００３ 小形生化学自動分析装置



２０１５年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）①

今後の取り組み

商社機能深化による事業基盤強化商社機能深化による事業基盤強化
投資促進による新規事業開発の推進
顧客視点でのソリューション提供による収益向上

（事例１）ＬＮＧ輸送用タンクコンテナ販売 （事例２）クラウド型多地点ビデオ会議/電話会議サービス

Ｃｈｏｒｕｓ Ｃａｌｌ Ａｓｉａ データセンター

注目事業

ＭＣＵ
（多地点接続装置）

録画配信

会議予約
システム

録画配信
サーバ

専任
オペレータ

顧客施設 顧客施設

Ｃｈ Ｃ ｌｌ Ａ ｉ ㈱ ※

参考写真

２０１４年６月、エア・ウォーター・プラントエンジニアリング
㈱と合弁で、カナダにＬＮＧ輸送用タンクコンテナ関連の
販売会社を設立
（社名：Ｈｉｔａｃｈｉ Ｈｉｇｈ Ｔｅｃｈ ＡＷ Ｃｒｙｏ Ｉｎｃ ）

時間貸しサービス
（コスト削減）

ビデオ・音声端末制限
なし（顧客資産の活用）接続端末接続端末支払対象支払対象

Ｃｈｏｒｕｓ Ｃａｌｌ Ａｓｉａ㈱ ※
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（社名：Ｈｉｔａｃｈｉ Ｈｉｇｈ-Ｔｅｃｈ ＡＷ Ｃｒｙｏ, Ｉｎｃ.）
→輸送機器事業の開発強化

オペレータサービス
（顧客管理者不要）

Ｃｈｏｒｕｓ Ｃａｌｌ
（固定資産不要） 問合わせ問合わせ機器機器

※当社グループ会社



２０１５年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）②

産業・ＩＴシステム 売上高の推移 先端産業部材 売上高の推移

3,000 1,200 

前回予想比

△１３％
（億円）

2,797
2 670

前回予想比

△２％
（億円）

2,730

（3,762） （3,625）

787
874

908

1,025

933
891 ＋４％

工業関連
部材

2,670

409 481
438

429 562

507

産業
ｿﾘｭｰｼｮﾝ△１０％ △９％

自動車・
輸送機器
関連部材

1 102 1 045

438
1,500 

507
600 

△５％
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連部材1,102 1,045 990

505 463
385

ＩＣＴ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ△１７％

△５％ 関連部材

機能
化学品

371 396 394

0 
14/3 15/3(e) 15/3(e1)

0 
14/3 15/3(e) 15/3(e1)

その他△１％
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*（ ）は純額表示取引を含む取扱高



４．データ集

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e１）は、今回予想（２０１４年１０月公表値）
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四半期業績の推移

（億円）

１３年

１Ｑ

１３年

２Ｑ

１３年

３Ｑ

１３年

４Ｑ

１４年

１Ｑ

１４年

２Ｑ

電 子 デ バ イ ス シ ス テ ム
売上高 ２１３ ２８３ ２７４ ４０３ ３４６ ３００

営業利益 １３ ３９ ５８ ９６ ８１ ２８

売上高 １２ ２８ １６ １１６ １２ ２３

売
上

フ ァ イ ン テ ッ ク シ ス テ ム
売上高 １２ ２８ １６ １１６ １２ ２３

営業利益 △２０ △１５ △１８ △２０ △６ △４

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム
売上高 ２９１ ３７１ ３３３ ５０８ ３８８ ４１３

上
高

/

営

科 学 医 用 シ ス テ ム
営業利益 １６ ４３ ３７ ８５ ６３ ６１

産 業 ・ I T シ ス テ ム
売上高 １７１ ２５８ １８３ ３２２ １７４ ２１３

営業利益 △９ ４ △６ １７ △９ ６営
業
利
益

先 端 産 業 部 材
売上高 ６４２ ６６７ ６７０ ６９２ ６４４ ６４７

営業利益 ６ ４ ８ ３ ６ ４

売上高 △１５ △１５ △１５ △１６ △１４ △１２
そ の 他 ・ 調 整 額

売上高 △１５ △１５ △１５ △１６ △１４ △１２

営業利益 △７ △１２ △７ △１２ △１ △７

合計
売上高 １,３１５ １,５９２ １,４６０ ２,０２４ １,５５０ １,５８４

合計
営業利益 ０ ６３ ７２ １６９ １３５ ８８

経常利益 ５ ６２ ７４ １７１ １３４ ８２
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当期利益 △１５ ５１ ４９ ９６ ９２ ５９



設備投資額・減価償却費・研究開発費/地域別売上高

／ ／
前年

／
１５／３ 前年

（億円）■設備投資額・減価償却費・研究開発費

１３／１Ｈ １４／１Ｈ
前年

同期比
１４／３

１５／３
（e１）

前年
同期比

設 備 投 資 額 １１７ ６７ △４２％ １８９ １８０ △５％

減 価 償 却 費 ４４ ５２ ＋１８％ ９４ １１１ ＋１９％

研 究 開 発 費 １０３ １０１ △１％ ２１１ ２１４ ＋２％研 究 開 発 費 １０３ １０１ △１％ ２１１ ２１４ ＋２％

（注）設備投資額は取得ベースにて記載

（億円）■地域別売上高

日本 北米 欧州
アジア

その他 計
中国大陸

売 上 高 １ １８０ ４２３ ３３２ ９２７ ４５ ２ ９０７
１３／１Ｈ

売 上 高 １,１８０ ４２３ ３３２ ９２７ ３９７ ４５ ２,９０７

構成比率 ４１％ １５％ １１％ ３２％ １４％ １％ １００％

１４／１Ｈ
売 上 高 １,２２５ ３５９ ５１４ １,００２ ４１２ ３５ ３,１３５

構成比率 ３９％ １２％ １６％ ３２％ １３％ １％ １００％
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構成比率 ３９％ １２％ １６％ ３２％ １３％ １％ １００％

（注）「北米・欧州・アジア」に含まれる国および地域を２０１４年度より一部変更（１３/１Ｈは修正後実績）



主要製品群別売上高の状況

（億円）（億円）

１３年１Ｑ １３年２Ｑ １３年３Ｑ １３年４Ｑ １４年１Ｑ １４年２Ｑ

電子デバイスシステム ２１３ ２８３ ２７４ ４０３ ３４６ ３００

（億円）

電子デバイスシステム ２１３ ２８３ ２７４ ４０３ ３４６ ３００

プロセス製造装置 ９０ １１０ １５０ １２１ １６０ １２９

評価装置 ８２ １１９ １０６ ２５０ １３５ １００

後工程・実装装置 ４１ ５４ １８ ３３ ５２ ７１後工程 実装装置 ４１ ５４ １８ ３３ ５２ ７１

ファインテックシステム １２ ２８ １６ １１６ １２ ２３

環境・エレクトロニクス １２ ２５ １２ １０６ １２ １９

社会インフラ検査 ０ ３ ４ １０ １ ５社会インフラ検査 ０ ３ ４ １０ １ ５

科学・医用システム ２９１ ３７１ ３３３ ５０８ ３８８ ４１３

電子顕微鏡 ３８ ７８ ６２ １１７ ４５ ９３

科学機器 ５１ ６５ ６０ ９９ ４６ ６４科学機器 ５１ ６５ ６０ ９９ ４６ ６４

メディカル製品 １７１ １９５ １７８ ２５２ ２６１ ２２２

バイオ製品その他 ３１ ３３ ３４ ４１ ３６ ３４

産業・ＩＴシステム １７１ ２５８ １８３ ３２２ １７４ ２１３産業 ＩＴシステム

産業ソリューション ６７ ９９ ７８ １８６ ７１ １３０

ＩＣＴソリューション １０５ １５９ １０５ １３６ １０２ ８３

先端産業部材 ６４２ ６６７ ６７０ ６９２ ６４４ ６４７先端産業部材 ６ ６６ ６ ０ ６９

工業関連部材 １８８ １９２ ２０１ ２０６ １９１ １９３

自動車・輸送機器関連部材 ９０ ９８ １０５ １１６ １０３ １０９

エレクトロニクス関連部材 ２７７ ２７８ ２６６ ２８１ ２６０ ２４８
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機能化学品その他 ８６ ９８ ９８ ８９ ９０ ９７



＜資料取り扱い上の注意＞
・ 本プレゼンテーションで述べられている決算概要および業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結であり、億円未満を四捨五入しています。
・ 当社が開示する将来の業績見通しや戦略等に関する予想は、開示時点で知りうる情報や合理的と思われる前提をもとに策定しており、さまざまな外部要因による直接的・間接的な影響により、

実際の当社の業績等が開示内容と異なる可能性があります。但し、開示内容との間に大きな乖離がある場合は、法令や証券取引所が定める適時開示規則並びに当社の自主的な判断に基づき、
その都度開示していきます。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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２０１５年３月期第２四半期決算説明会資料

お問合せ先
ＣＳＲ本部 ＣＳＲ・コーポレートコミュニケーション部
部長 横井 芳人部長 横井 芳人
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943
E-mail：yokoi-yoshito@nst.hitachi-hitec.com
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